システムの拡張と 
コンフイグレ■シヨ:/ 


本装置用に用意されているを種オプションの取りがけ-取り外しの手順や作業を行う際のを意事項につい 
て説明します。システムのお張後にシステム B の S の設をを変更するあ要がある場合があります。この章で 
システム BIOS , SCSI B の S (かがけの SCSI 機器用）のユーティリティについて操作ちまやを意事項を説明 
しまず。 


内蔵オプシヨンの取り付けい1日4ぺージ) 


システム B の S コンフイグレーシヨン （^207 ページ) 


SCSI B の S コンフィグレーション（一232ページ) 


リセ、ソトとクリアト239ぺージ) 

割り込みライント243ぺージ） ... 


オプシヨンデバイスの取り付けほたは取りかし） 
の準備ができるまでの手順およびオプシヨンデバ 
イスの取り付け（または取り外し）の手順について 
説明しています。 

BIOS S 口 UP ユーティリティを使った本体の入 
化力に関ずるコンフィグレーシヨンについて説明 
していまず。 

Adaptec SCS に elect ユーテイ リティを巧った 
SCSI 团 OS に関するコンフィグレーシヨンについ 
て説明しています。 

リセ，ソトする方法と内部メモリ （ CMOS ) のクリア 
方法について説おします。 

.割り込み設定について説明しています。 
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装置をを全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。人が死 
こずる、または重傷を負うおそれがありまず。詳しくは、 iii ページ m 降の説明を 
ご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 
• CD - ROM ドライブの内部をのぞかない 

• リチウムバッテリやニッカドバッテリ、ニッケル水素バッテリを取りがさなし、 
• プラグを差し込んだまま取り巧わない 


内蔵才つシヨンの取り付け 


本体に取り付け6れるオプションの取り付けち法およびミ主意事項について記載していまず。 


—"〇 • オプションの取り付け/取りがしはユーザー個人でも行えまずが、この場合の本体およ 
び部品の破損または運用した結果の影響についてはその責任を負いかねまずのでご了承 
ください。本装置について詳しく、専門的な知識を持った保守サービス会社の保守員に 
取り付け/取りがしを行わせるようお勧めしまず。 

• オプションおよびケーブルは興社が指定ずる部品を使用してください。指定むがの部品 
を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障-破損についての修理は有料となりま 
ず。 


安を上の注意 


巧全に正しくオプションの取り付け/取り外しをするために次のを意事項をあず守ってくだ 
さし、。 


A ミち意 

瓜/? \ 

装置をを全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りくだをい。义傷や 
けびなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iii ページ 

1 U 降の説明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 局温ミち意 

A 

Q 


A 底®®眞 
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静電気が策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されていまず。取り付け/取り外しの際は静 
電気による製品の巧障に十分を意して<ださい。 

• U ストストラップ(アームバンドや静電気防止手袋など)の着用 

リスト接巧ストラップを手首に巻き付けてください。手に人6ない場合は部品を触る前 
に崖体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電しまず。 

また、作業中は定期的に金属表面に触れて静電気を放電するようじして<ださい。 

• 作業場所の確認 

一静電気防止処理が施された床，またはコンクリートの上で作業を行います。 

ーカーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を 
巧った上で作業を行って < ださい。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着巧 

ーウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を巧わないでください。 

一静電気防止靴を履いて作業を行って<ださい。 

一取り付け前に貴金属脂輪や腕輪> 時計など)をかしてください。 

• 部品の取り扱い 

一取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に人れておいて<ださい。 
一各部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないで<ださい。 

一部品を保管'運搬する場合は，静電気防止用の袋などじ入れて<ださい。 


1巨已 





取り付け/取りかしの準備 


部品の取り付け/取り外しの作業をする前 I こ準備をします。 


1 . 0S のシャットダウン処理を巧う。 

2 . セキュリティキーでフ□ントべゼルの 
□ックを解除して、フ□ントぺゼルを取 
y 化ず。 



3 . POWER スイッチを押して本装置の電源 
を OFF (POWER/SLEEP ランプ消な）じ 
する 0 

4 . 本装置に接続しているすべてのケーブル 
および電源コードを取り外す。 

上で完了でず。部品の取り付け取り外 
しにはプラスドライバとマイナスドライ 
バが必要でず。用意してください。 
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取り付け/取りかし後の確認 


オプションの増設や部品の取り外しをした後は、次の点について殖認してください。 

• 取りかした部品を元どおりに取り付ける 

増設や取り外しの隐に取り外した部品やケーブルは元どおりに取り付けてください。取 
り付けを忘れたり，ケーブルを引き抜いたままにして組み立てると誤動作の原因となり 
まず。また、部品やケーブルは中途半端に取り付けず、お実に取り付けてください。 

• 装置内部に部品やネジを置を忘れていないか確認する 

特にネジなどの導電性の部品を置き忘れていないことをお認して<ださい。導電性の部 
品がマザーボード上やケーブル端す部分に置かれたまま電源を ON にすると誤動作の原因 
とな U ます。 

• 装置内部のを却効果について確認ずる 

内部に函線したケーブルがちが用の巧をふさいでいないことを確認してください。ち巧 
効まを失うと装置内部の温度の上昇により誤動作を引き起こします。 

• ツールを使って動作の確認をする 

増設したデバイスによっては、該断ユー ティ リ ティ や团 0 S セットアップユー ティ リ ティ 
などのツールを使って正しく取り付けられていることをお認しなければいけないものが 
ありまず。それぞれのデバイスの増設手順で詳しく説巧しています。参照してくださ 
い。 
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取り付け/取りかしの手順 


次の手順に従って部品の取り付け/取りかしをします。 

ノ V —ドディスクドライブ 

本装置の前面じは、約 25.4 mm (1 インチ)厚の八ードディスクドライブを搭載ずることができ 
る八ードディスクドライブベイがあります。 

八ードディスクドライブは専用のドライブキャリアに搭載された状態で購入できます。ま 
た> ドライブキャリアに搭載された状態のまま装置に取り付けます。 

M -0 • 轉社:で指定していない A - ドディスクドライブを使庙しないで<ださい。ヴードパー 

ティの A - ドディスクドライブなどを取り付けると、 A - ドディスクドライプだけでな 
く本体び故障ずるおそれびありまず。巧に示ずモデルをお買いボめください (2004 年 
1〇月現在)。 

-1\1已1已0-162(3已.36己、10000 rpm 、 Ultra 3 吕 0) 

- N 81 已〇-1 63(73.2 GB 、 10000 rpm 、 Ultra 3 吕 0) 

-1\1日1已0-171(14巨6已、10000 rpm 、 Ultra 32 0) 

-1\1已1已0-19吕(3006已、10000 rpm 、 Ultra 3 吕 0) 

• ディスクアレイを構築ずる際は、 RAID レベルは RAID 日に設定してください。 

• 搭載ずる A - ドディスクドライブはずべて同じ容量、同じ回転数のちのを使用してくだ 
さい。 


SCSI ID について 

八ードディスクドライブベイには最大で6台の八ードディスクドライブを搭載することがで 
きまず。搭載するス□、ソトによって八ードディスクドライブの SCSI ID が固をでまめられて 
います。下図を参照してください。 


SCSI IDO* SCSI 03 



八ードディスクドライブベイは、出荷時の構成で標準装備の RAID コント□ーラに接続され 
ています。標準装備の3台の八ードディスクドライブは RAID 5 のシステムドライブとして使 
用されています。残りのス□、ソトはシステムドライブのスタンバイディスク用またはデータ 
ドライブ用として用意されています（システムドライブの容量増設用として使用する場合は 
お買い求めの販売店または保ず サービス 会社にお問い合わせください）。 

八ードディスクドライブを搭載していない八ードディスクドライブベイにはダミースポンジ 
が入っています。ダミースポンジは装置内部のち巧効果を高めるためのものです。八ード 
ディスクドライブを搭載しない場合にはダミースポンジを取り付けてください。 
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取り付け 


次に示す手順で八ードディスクドライブを取り付けます。その他のス□、ソト への 取り付けも 
同様の手順で巧えます。 

I へー ドディスクドライブは、フロントべゼルを取りかすだけで取り付け/取りかしを行うこ 

1とがでさます。 

I H-O ディスクアレイを構成してし巧場合は、同じバックを構巧ずる A — ドディスクドライブの容 
量などの仕様び同じをのを使用してください。 

1. 16目ページを参照して準備をずる。 

2. 八ードディスクドライブを取り付けるス□、ソトを確認する。 

ス□ットは本装置に6つあります。 SCSI ID 番号のルさい順に取りがけてください。 SCSI ID はス 
□、ソトの位置で決まっています。 

3. ダミースポンジを取り外す。 

八ードディスクドライブが取り付け6れ 
ていないス□ットじ取りかけられていま 
す。 

p-Ol^ 

ダ =- スポンジは大切に保管しておい 
てぐださい。 


4. ドライブキヤリアの八ンドルの□ックを 
解除する。 
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w-oira 

• ノ V ンドルのフックがフレームに当てるまで巧し込んでください。 

• ドライプキヤリアは両手でしっかりとていねいに持ってください。 



I n-Ol^ 

I ノ V ンドルとドライブキャリアに指を挟まないようにま意してください。 

II ン 

押し込むときに八ンドルのフックがフレーム(こ引つかかっていることを確認してくだきい 


7. 本装置の電源を ON じして、 DianaScope を使い SETUP ユーティリティを起動して 「 Boot 」一 
「Hard Disk 」 サブメニューで起動順位の設定:をずる。 

八ードディスクドライブを増設するとそれまで記'憶されていた起動順位の設をげクリアされるた 
めでず。 
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庄取りかしたフロントぺゼルを取り付け フレーム 



取り外し 

次の手順で八ードディスクドライプを取り外します。 

一 八ードディスクドライブが巧障したためじディスクを取りかず場合は，八ードディスクドラ 
ち巧！ イブの D に K ランプがアンバー色に点のしているス□、ソトをあ6かじめ巧認して<ピさい。 
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3 . 八ンドルとドライブキヤリアをしっかり 
と持って手前じ引き化ず。 


4 . 八ードディスクドライブを取り外したま 
ま本装置を使用する場合は、空いている 
ス□、ソトじダミートレーを取り付ける。 



己.本装置の電源を ON じして、 DianaScope を使い SETUP ユーティリティを起動して 「 Boot 」一 
「Hard Drive 」 サブメニューで起動順位の設定をする。 

八ードディスクドライブを増設ずるとそれまで記牆されていた起動順位の設をがクリアされるた 
めです。 

6. 取り外したフ□ントべゼルを取りがける。 


ディスクアレイ構成の場合、故障した八ードディスクドライブの交換後、巧撒した新しい 
八ードディスクドライブ1こ交換前までの情報を記録ずることにより、故障を起こず t (前のが 
態に戻ずことのできるオートリビルド機能を使用ずることができます。 

才ートリビルド機能は、 RAID 5( 標準装備の3台の八ードディスクドライブに対する化荷時の 
設定） I こ設定されているディスクアレイで有効です。 

才ートリビルドは、故障した八ードディスクドライブをホ、ソトスワップ履源日 N の状態での 
ディスクの交換)ずるだけで自動的に巧われます。オートリビルドを行っている間、八ード 
ディスクドライブにある D に K ランプが緑色とアンバーをに交互に点灯してオートリビルド 
を行っていることを示しまず。 

n-O • 才ートリビルドに失敗ずると、八ードディスクドライブにある D 旧 K ランプがアンパー 
色に点口しまず。もう一度ディスクの取り外し/取り付けを行ってオートリビルドを実 
行してください。 

• ディスクアレイ監視ユーティリティをインストールしている場含は次のような表示や動 
作をずることがありまずが、オートリビルド終了後、オートリビルドを行ったノ V — ド 
ディスクドライブの D 旧 K ランプがアンパ’一色に点なしていなければ、オートリビルド 
は正常に行われていまず。 


—才ートリビルド中に rRebuild was canceled 」 と画面に表示される。 


-オートリビルドをいつたん終了して再開しているよラな動作をする。 








オートリビルドを行うときは、次のを意を守ってください。 

• 八ードディスクドライブが故障してか6、オートリビルドを終了するまで装置の電源を 
OFF にしないでください。 

• 八ードディスクドライブの取りかし/取り付けは、90秒じ(上の閨隔をあけて巧ってくだ 
さい。 

• 他にリビルド中の八ードディスクドライブがある場合は、ディスクの交換を巧わないで 
ください（リビルド中は八ードディスクドライブにある D に K ランプが緑色とアンバー色 
に交互に点なしていまず）。 
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電源ユニット 


万一、電源ユニ、ソト （1 台)が故障してもシステムを停止することなく運用することができま 
ず(冗長機能)。 

取り付け 

次の手順に従って電源ユニットを取り付けます。 

1 . 1目6ページを参照して準備する。 

I 必ず 電源を OFF にしてください。誤動作や故障の原因となりまず。 

吕. プランク カバーを 取り外ず。 

ち國のようにレパーをつまんで取り外し 
てください。 


iwO^m 

I 取り外したカバーは大切に保管しておいてください。 



















3. 電源ユニットを差し込む。 



17已 



























日.電源コード (2 本)を接統する。 

標準で添付されていたわのと増設した電 
源ユニットに添付されていたコードを使 
います。コードを接続ずると AC POWER 
ランプが点減します。 


目.本装置の電源を ON じする。 

AC P 0 机 ER ランプが点なしまず。 


AC POWER ランプ 



7. STATUS ランプに電源ユニットに関するエラー表示がないことを磕認ずる。 

AC POWER ランプが消なしている場合は、もう一度電源ユニットを取り付け直してください。 
それでも同じ表示が化たときは保守サービス会社(こ連絡してください。 
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故障した電源ユニットの交換 

交換は電源ユニットが巧障したときのみ行います。 


I M-O 正甫に動作している 電源ユニッ トを取り列さないでください。 

本装置の電源 ュニッ トを冗長構成に台で運用）にしているとき、そのうちの1台が故障した 
場合は、システム稼働中（電源 ON のが態）に故障した電ミ原 ュニッ トを交換できます（次の手 
' - ' 順1をとばしてくださし、）。 


1. 背面にある電源 ユニッ トのランプの表示 (AC PO 邮 ER ランプがアンバー色に点な)で故障してい 
る電源 ユニッ トを磕認ずる。 


2 . 故障している電源ユニットの AC コードをめく。 


3. 電源ユニットのとっ手をにぎり、レバー 
を押さえながら手前に引く。 

4. 電源ユニットを取り外ず。 



の 


已.電源 ユニッ トを交換せず1台の電源 ユニッ トで運巧する場合は、「取り付け」の手順4で取り外した 
カバーを取り付ける。 

装置內部のを却効果を保持ずるためにも電源ユニットを取り付けていないス□ットにはブラン 
クカバーを取り付けてください。 


6. 「取り付け」の手順日〜10の手順を参照して電源ユニットを取り付け、取り付け後の確認をずる。 

, L 画 

2台の電源 ユニッ トで動作していた本体の電源 ユニッ トを電ミ原 ON のまま交換したときは、電源 
ユニッ ト POWER ランプが点灯します（運用を停止している間に交換したときは電源コードを接 
続するとランプが点減し、電源を ON にすると点なします）。 
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本装置(ラックか 5 の引さ出し) 


八ードディスクドライブと電源ユニットの除 < 内蔵部品の取り付け/取りかしの作業は本装 
置をラックか6引き化した状態で行います。 



A ま意 


/ 


装置をま全にお使いいただくためになのま意事項を必ずお守りくだをい。义傷や 
けがなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iii ページ 
な降の説明をご覧ください。 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を巧まない 

• 局温ま意 

• ラックが不を定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出したが態にしない 

底 A 

Q 


1 . 166ページを参照して準備ずる。 

2 . セキュリティ□ックを解除してフ□ント 
べゼルを取り外ず。 


3. 前面のセットスクリュー2本をゆるめ 
る。 

4. 八ンドルを持ってゆっくりと静かにラ、ソ 
クから引き化ず。 

「カ チ、ソ」と音がしてラ、ソチされまず。 



セツトスクリュー 



ラックへ戻す場合は、本体側面のレールじあるリリースレバーを押して，ラッチされた状態 
を紹除してください。このときに指をキ夹んだりしないようにを意してください。 

































ドライブ カバー 

ファンおよび、 CPU 、バックアップデバイスの取り付け/取り外しや内部のケーブル接続を 
変更するときはドライブカバーを取り外しまず。 


取り外し 


1 . 166ページを参照して準備ずる。 

吕.本体をラックから引き化すり78ページ参 
照)。 

3. ドライプカバーにある□ックボタンを押 
しながら装置前面へスライドさせる。 


4. ドライブカバーを持ち上げて本体から取 
り外ず。 



取り付け 


ドライブカバーを取り付けるときは、ドラ 
イブカバーのタブが本体フレームにお実に 
差し込まれていることを確認して、ドライ 
ブカバーを背面へスライドさせてくださ 
い。ドライブカバーを本体背面に向かって 
スライドさせると r カチ、ソ」と音がしてドラ 
イブカバーが□ックされます。 
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□ジックカバー 

DIMM および、 CPU 、 PCI ボードの取り付け/取り外しや内部のケーブル接統を変更するとき 
は□ジ 、ソクカバーを 取り外します。 


取り外し 


1 . 1目6ページを参照して準備する。 

2. 本体をラックか6引き化す （178 ページ参 
照)。 

3. □ジ 、ソク カバーの背面にあるセットスク 
リューをゆるめ装置背面へスライドさせ 
る。 

4. □ジ、ソクカバーを持ち上げて本体から取 
り外す。 



取り付け 


□ジ 、ソク カバーを取り付けるときは、 □ 
ジックカバーのタブが本体フレームにお実 
に差し込まれていることを殖認して、 □ 
ジックカバーを前面へスライドさせてくだ 
さい。最後に背面にあるセツトス ク リユー 
を固をしてください。 
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DIMM 

DIMM(Dual Inline Memory Module ) は、本装置のマザーボード上の DIMM ソケットに取り 

がけます。マザーボード上には DIMM を取りがけるソケットが6個ありまず。 

I ，こ メモリは最大 4 GB まで増設できます（標準装備の DIMM も交換が'必要）。出荷時には 、 DIMM 

#5と#目に 512 MB の DIMM を搭載しています。 

n-O • DIMM は大変静電気に弱い電子部品でず。装置の金属フレーム部分などに軸れて身体の 
静電気を逃がしてか6ボードを取り扱ってください。また、ボードの端子部分や部品を 
素手で触ったり、ボードを直接机の上に置いたりしないでくださし V 静電気に関ずる説 
明は1巨日ページで詳しく説明していまず。 

• 齊社で指定していない DIMM を使用しないでください。ヴードパーティの DIMM などを 
取り付けると、 DIMM だけでなくマザーボードが故障ずるおそれびありまず。また、こ 
れ5の製品が原因となった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となりま 
ず。 


DIMM の増設順序 

DIMM は、 DIMM 番号の大きい順に2枚単位で増設します。 
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^rO インタリープ装置であるため、 Bank 単位*1に2枚の DIMM を増設してください。1つの 
Bank 内に異なる仕様*2の DIMM を実装ずると正常に動作しません。 

*1 Bank 単にとはイラストで示ず#1と#吕、#3と#4、#己と#巨でそれぞれ1単位でず(言己 
号はマザーボード上にち印刷されていまず)。 

*2 DIMM の仕様は、 DIMM に貼ってあるラベルに下記の内客で表示されていまず。 

(例）吕6目 MHz • Bufferred .128 MB - □ウアドレス12ビット.カラムアドレス 
10ビット . Single side の場合 

己6巨 / 巨 / 128 / R 12 CIO S 

Single Side 
カラムアドレス10ビット 
□ウアドレス1吕ビット 

容量 

Bufferr 色 d 

周波数 


取り付け 


次の手順に従って DIMM を取り付けまず。 

I H-O 本装置では、 Low - pro 川 e (□-プ□ファイル： DIMM ボードの高さが 30 mm ( l .2 インチ） 
む下)タイプの DIMM のみをヴポートしていまず。それむ列(それむ上高い) DIMM はヴポー 
卜していません。 

1 . 1目6ページを参照して準備をずる。 

2. 本体をラックから引き化す （178 ページ参照)。 

3. □ジ 、ソク カパーを取り外す （180 ページ参照)。 
















• DIMM の向きにミ主意してください。 DIMM の端子側には誤挿入を防止するための切り欠きが 
ありまず。 

• ソケットじ押し込むときは過度の力を化えないでください。ソケット节端子部分を破損する 
おそれがありまず。 

DIMM が DIMM ソケットじ差し込まれるとレパーが自動的に閉じまず。 

已.手順1〜3で取り外した部品を取り付ける。 

巨. DianaScope を使って管理 PC から本装置の巳 IOS セットアップ ユー ティリティを起動して 
rAdvancedJ—rMemory 0 〇口怕り巧 1; ゎ〇」の順でメニューを選択し、 増設した DIMM の ステータス 
表示が nxIormaU になっていることを確認ずる （217 ページ参照）。 


7.「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 


八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは216ページをご覧ください。 
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取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外しまず。 

^ • 故障した DIMM を取り外す場含は、 POST 节 ESMPRO で表示されるエラーメッセージを 

立す] 磕認して、取りかけている DIMM ソケットを確認してください。 

• DIMM は最低2枚1組搭載されていないと本装置は動作しません。 


1 . 1目6ページを参照して準備をずる。 

2. 本体をラックか6引き化す （178 ページ参 
照)。 

3. □ジ 、ソク カバーを取り外す （180 ページ参 
照)。 

4. 取り外ず DIMM のソケットの両側にある 
レパーを左ちにひろげる。 

□ックが解除され DIMM を取り外せま 
す。 

瓦手順3で取り外した部品を取り付ける。 

6 . DianaScope を使って管理 PC から本装置の BIOS セットアップユーティリティを起動して 
「Advanced」一「Memory Configuration」一「Memory Retest」 を P/es」 に設定:し、取り外した 
DIMM のエラー情報をクリアずるに17ページ参照）。 

7. 「AcK/anced」 メニューの 「Reset Configuration Data」 を 「Yes」 にずる。 

八ードウエアの構成情報を更新ずるためです。詳しくは21目ページをご覧ください。 










プ□セツヴ (CPU) 


標準装備の CPU ( Intel ® Xeon ™ Processor ) に力□えて、もう1つ CPU を増設し、マルチプ日 
セ、ソサシステムで運用ずることができます。 

n-O • CPU は大変静電気に弱い電子部品でず。装置の金属フレーム部分などに触れて身体の 
静電気を逃がしてか 5 CPU を取り扱ってください。また、 CPU の端子部分や部品を素 
手で軸ったり、 CPU を直接机の上に置いたりしないでくださし V 静電気に関ずる説明 
は16己ぺージで詳しく説明していまず。 

• 取り付け後の確認がでをるまではシステムへの運用は控えてください。 

• 醉社で指定していない CPU を使用しないでください。サードパーティの CPU などを取 
り付けると、 CPU だけでなくマザーボードが故障ずるおそれびありまず。また、これ 
5の製品が原因となった故障や破損についての修理は保話期間中でも有料となりまず。 
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取り付け 

次の手順に従って CPU を取り付けます。 


2 . 

3. 

4. 


166ページを参照して準備をずる。 

本体をラックから引き化す（178ページ参照)。 

ドライプ カ パーと□ジ 、ソク カパーを取り外す（179、180ぺージ参照） C 

サポートバーのネジ2本を外し、サポー 
ト パーを 取り外す。 



サポートパーが浮き上がってネジを紛失する攝合がありまず。 

ネジを取り外すときは、サポートバーをしっかり押さえなが6巧ってください。 



目. CPU ソケットの位置を確認ずる。 
7. ソケットのレバーを持ち上る。 





レバーは止まるまで亮全に開いてください。レ八’一は120度 W 上開さまず。 































8. CPU をソケットの上にていねい(こゆつく 
りと置く。 


ピン マーク 



CPU の向きにミ主意してください。 CPU とソケットは誤挿入を防止ずるためじ CPU とソケットじ 
はピンマークがあります。 CPU とソケット側のピンマークを確認して正しく取り付けてくださ 
し）。 
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ヒートシンクの向きじを意して < ださい(下図参照) 



11. ヒートシンクをネジで固をずる。 

ネジはたすきがけの順序で 4 つを仮どめ 
したあとに本締めしてください。 


⑤ 



① 


12. ヒートシンクがマザーボードと水平に取り付けられていることを確認する。 

• 斜めに傾いているときは、しりたんヒートシンクを取りがしてか5、もう一度巧り付け直し 
てぐださい。 

CPU が正しく取り付け5れていないとヒートシンクを水平に取り付け5れません。 

• 固定されたヒートシンクを持って動かさないでください。 


























































































































13. プ□セ、ソサダクトを取り付ける。 


ち図を参照して、取りがけてください。 


14. サポートバーを取り付ける。 

プ□セ、ソサダクトのおり返し部分がサ 
ポートバーの内側(こ差し込まれているこ 
とを磕認してください。 



サポートバーが浮き上がってネジを紛失ずる場合がありまず。 

ネジを取り外ずときは、サポートパーをしっかり押さえながら巧ってください。 

1 已. DianaScope を使って管理 PC か6本装置の BIOS セットアップユーティリティを起動して、 
「Advanced」 メニューの 「Reset Configuration Da ね」を 「Yes」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためでず。詳しくは21目ページをご覧ください。 
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取り外し 


CPU を取りタトすときは、「取り付け」の手順1~6を参照して取りかしの準備をした後、手順 
11〜7の順に従って行ってください。ヒートシンクはネジをタトした後、ヒートシンクをか平 
にかしずらずようにして動かしてから取りタトしてくださいにの後の「重要」の2項目を参照し 
て < ださい）。 


W -0 • 巳 PU の故障む巧で取り外さないでください。 

• 運用をは熱によってヒートシンクの厨こあるクールシートび CPU に化着してし1る場合 
びありまず。ヒートシンクを取り列ず腳ま、ちちに軽く回して、ヒートシンクび CPU 
か5離れたことを確認してか5行ってくださし、 CPU に粘着したままヒートシンクを 
取り外ずと CPU やソケットを破損ずるおそれびありまず。 



CPU の取り外しほたは交觀後に次の手順を巧ってください。 

1.DianaScope を使って管 SPC か6本装置の己の S セットアップユーティリティを起動して 「Main」 
—「Processor Settings」一「Processor Retest」 の順でメニューを選択し、取り外した CPU のエ 
ラー情報をクリアするに15ページ参照)。 

CPU を交換した塌合は、 「Main」一「Processor Settings」 の順でメニューを選択し、増設した 
CPU の ID および L2 CacheSize が正常(こなっていることを確認してください¢215ぺージ参照)。 

吕. 「Advanced」 メニューの 「Reset Configuration Data」 を 「Yes」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは21目ページをご覧ください。 

























PC I ボード 

本装置には、 PCI ボードを取りがけることのできる r ライザーカード (2 種類)」をマザーボード 
上に搭載しています。ライザーカードには PCI ボードを各3枚ずつ取り付けることができまず 
(合計で6枚の PCI ボードを搭載可能-標準で1ス□、ソト専有済み)。 

ぞれぞれのライザーカードにある PCI ボードス□、ソトにネ、ソトワーク拡張用やファイルデバ 
イス機能拡張用の PCI ボードを接続しまず。 

— "〇 • P 仁Iボードおよびライザーカードは大変静電気に弱い電モ部品でず。サーバの金属フ 
レーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてか 6PCI ボードを取り扱ってくださ 
し、。また、 PC 柿‘ードおよびライザーカードの端子部分や部品を素手で軸ったり、 PCI 
ボードおよびライザーカードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関ず 
る説明は1目曰ぺージで詳しく説明していまず。 

• 取り付けることができる PCI ボードの組み合わせには制限事項がありまず。詳細はお買 
い求めの販売店または保守サービス会巧までお問い含わせくだをい。 

• Low-profile (□-プ□ファイル)タイプと Full-hei 色 ht (フル八イト)タイプの PCI ボード 
で接続できるライザーカードが異なりまず。ボードの仕様を確認してか5取り付けてく 
ださい。 

^ PCI ボードじよっては、オンボード上の拡張 ROM を利用ずるものもあります。ボードに添 

付の説明書を参照し、拡張 ROM の展開が必要であるかどうかを確認してください。設定 
は、目 IOS セットアップユーティリティ 「SETUP」 を使います。詳しくは、207ぺージを参照 
してください。 




3 巨 

犯 
1巨 


* 標準でディスクアレイコント□ーラを装備 
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を意事項 

取り付けや取り外しの隐には次の点についてを意してください。 

• ライザーカードの端す部や電子部品のリード線には直接手を触れないようを意して< だ 
さい。手のミ由やミちれが付着し、接続不良を起こしたり，リード綜の破損による誤動作の 
原因となりまず。 

• ライザーカードじよって接続できる PCI ボードのタイプが異なります。ボードの仕様をお 
認してか6取り付けてください。 

• 本装置の起動時の PCI バスス□、ソトのサーチ順位は次の通りでず。 

一□-プ□ファイルタイプのライザーカードか6フル八イトタイプのライザーカード 
の順 

ース□ット番号のルさい順 

したがって、次の ス□、ソ ト番号の順にサーチします。 

1 C ^2 C 一 3 C ^ 1 B 一 2 B 一 3 B 

• 0 S やディスクアレイ团 0 S ユーティリティなどで同種の PCI デバイス（オンボードの PCI デ 
バイス含む）の認識順唐が上記サーチ順と異なる場合がありまず。次の表の PCI バスを 
号、デバイス番号、機能番号を参照して PCI デバイスのス□ット位置を殖認して<ださ 
い。 


PCI デバイス 

PCI バス番号 

デバイス番号 

機能番号 

オンボード以に！ 

2 

1 

0 

オンボード N に 2 

2 

1 

1 

ス日、ソト TC 

2 

2 

X 

オンボード SCSI Ch.A (外部/内部巧） 

2 

3 

0 

オンボード SCSI Ch.B (内部用） 

2 

3 

1 

ス□、ソト 2 C 

2 

己 

X 

ス□、ソト 3 C 

2 

6 

X 

ス□、ソト旧 

3* 

7 

X 

ス□、ソト2目 

3* 

8 

X 

ス□、ソト3目 

3* 

9 

X 


* ス □ット 1 C , 2 C 、3 C に取り付け 6 れたボードによって，バス番号が 41 iLh じなる場合があり 


ます。 


















• 起動しない LAN デバイスのオプション ROM は BIOS セットアップユーティリティで 
「 Disabled 」 に設定してください。 

• ス□ット 3 C 、 犯に LAN デバイスを増設した場合、 LAN ポートに接続したコネクタをお 
くときは、コネクタのツメが手では押しにくくなっているのため、マイナスドライバな 
どを使用してツメを押しておいてください。その際に、マイナスドライバなどが LAN 
ポートやその他のポートを巧損しないよう十分にを意して<ださい。 

• 起動可能な PCI 力ード(ディスクアレイコント□-ラや LAN ボードなど)を増設ずると、起 
動の優先順位が変更されることがありまず。増設後に B の S セットアップユーティリティ 
の 「 Boot 」 の 「Boot Device ド「1〇「か」サブメニューで設をし直してくださぃ。 


193 



ヴポートしているボードと搭載可能ス□ット 

次の表のとおりでず。 





ス□ッ 1 
バス (A 


ス□ット 
バス旧） 





PCI-X 

#1C 

PCI-X 

#2C 

PCI-X 

#3C 

PCI-X 

#1B 

PCI-X 

#2B 

PCI-X 

#3B 


型名 

製品名 

PCI ス□ット性能 

64blt 

66MHz 

64bit 

100 MHz*i 

備考 

ス □ツ トサイズ 

Low Profile 

(標準） 

Full Height 
(標準） 



PCI ボードタイプ 

3.3V 




搭載可能なボード 
サイズ 

□ング / シヨー ト 


N 8 103-80 

ディスクアレイ 
コント□-ラ （ Ich ) 

(64 bit /66 MH 2 PCI ) 

♦ 

- 

- 

- 

- 

- 

増設バッテリ「1 X 18103- 
79」増設可能 

N 8103 -81 

ディスクアレイ 
コント□-ラに ch ) 

{64 bit /66 MH 2 PCI ) 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

最大 1 枚まで 

D 倍 K 増設ユニット接続巧 

N 8104 -11 日 

10日0巨 ASE - T 接続ボード 
C 64 bit /133 MHz PCI - X ) 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

- 

最大 1 枚 

( AFT 時は最大2枚） 

N 8 104- 109 

10日 OBASE - SX 接続ボード 
C 64 bit /133 MHz PCI - X ) 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

- 

最大 1 枚 

( AFT 時は最大2枚） 

N 8191-07 

に M 巨コネクク 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



〇搭載可能 一搭載不可 ♦ 標準装備 

*1 同ーバス内に3枚 W 上ボードを増設した攝合、動作は最大目 6 MHz となりまず。 
が八ードディスクドライブとの接続不可。 


《異なる周波数のカードを実装した場合は低い方の周波数で動作します。 

《製品をの括强内(こ記載されたカード性能とは、カード自身が持つ最高動作性能であり、実際は本体 
の PCI ス□、ソト性能で動作しまず。 

《実装巧能なボードのサイズ 

Full - height の場合：奧巧き173.1 mm まで（ショートサイズ）、 312 mm まで（□ングサイズ） 

Low 书 「ofile の塌合：119.9の171まで（1\/101)、167.目 mm まで （ MD 2) 

《標準ネットワークについて 

標準ネットワーク(オンボード同±)で AFT / ALB の Teaming を組むことが可能。 

但し標準ネットワークとオプション LAN ボードで同一の AFT / AL 巨の Teaming を組むことは不可。 





























取り付け 

次の手順に従ってライザーカードに PCI ボードを取り付けます。 


11-0 • それぞれのライザーカードびサボートずるボードタイプ(□ープ□ファイルかフル八イ 

トタイプ）と取り付ける PCI ボードのタイプを確認してください。 

• PCI ボードを取り付けるときは、ボードの接続部の形状とライザーカードにあるコネク 
夕のお状が含っていることを確認してください。 

1 . 16目ページを参照して準備をずる。 

2. 本体をラックから引き化ず （178 ぺージ参照)。 

3. □ジ 、ソクカバーを 取り外ず （180 ページ参照)。 



已.前ページの表を参照して取りがけ位置を確認する。 
6. 取り付け位置の PCI ス□、ソ トカバーのネジを外す。 
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7. 増設カバーを取り外す。 




取り外した増設ス□、ソトカバーは、大切に保管しておいてください。 


8. <フル八イト■フルレングスタイプのみ> 

フル八イト-フルレングスタイプの PCI 
ボードを取り付ける場合は、 PCI ボード 
のリテーナを外す。 
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9. ライザーカードに PCI ボードを取り付ける。 


ライザーカードのス□、ソト部分と PCI ボードの端す部分を合わせて確実に差し込みます。 
PCI ボー ド ブラケットの PCI ボードブラケットの 



w-OlM 

• ライザーカードや PCI ボードの端子部分には触れないでください。ミちれや油が付いた状態で 
取り付けると誤動作の原因となりまず。 

• うまくポードを取り付け5れないときは、ボードをいったん巧り巧してか5取り付け直して 
ください。ボードに過度の力を加えると PCI ボードやライザーカードを破損ずるおそれがあ 
りまず。 

• PCI ボードブラケットの切りかき部分がエンボスじよって位置がミ夫め6れていることを確認 
してください(他のボードのブラケット作増設ス□、ソトカバーも含む)。 

• PCI ボードブラケットの先端がライザーカードの固をス□、ソトに差し込まれていることを確 
認してください。 

• フル八イトの PCI ボードの場合、 PCI ボードプラケットと反対側のボードのエッジがライ 
ザーカードの□、ソキングタブで固定されていることを殖認してください。 

10. PCI ボードをネジで固定:ずる。 


鲁 



□ープ□ファイルタイプ 
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11. ライザーカードをマザーボードのス□、ソ 
卜じ接続する。 

ライザーカードの端す部分とマザーボー 
ド上のス□ット部分を合わせて、確実に 
差し込みます。 


12. 差し込んだ後、指で押して磕実に接続さ 
せる 


13. 取り外した部品を取り付ける 

14. DianaScope を使って管理 PC か6本装置の BIOS セットアップユーティリティを起動して 
「Advanced」 メニューの 「Reset Configuration Data」 を 「Yes」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためでず。詳しくは21目ページをご覧ください。 

15. DianaScope を使って管理 PC か6取り付けたボードに搭載されている巨 IOS〕 ンフィグレーシヨン 
ユーティリティを起動してボードのセットアップをする。 

ユーティリティの有無やお動方法、操作方法はボード(こよって異なりまず。詳しくはボードに添 
がの説明書を参照してください。また、起動可能なデパイスが接続された PCI ボード(ディスクア 
レイコント□ーラや SCSI コント□ーラ、 LAN ボードなど)を増設した場合、起動優先順位がデ 
フオルトじ変更されることがありまず。 BIOS セツトアップユーティリティの r 己00 tJ メニューを 
設定し直してくださいに29ページ参照)。 


フックさせる。 




取りがし 


ボードの取りかしは、取り付けの逆の手順を行ってください。また、取り外し樹こ B の S セッ 
トアップユーティリティの 「 Boot 」 で起動優先順位を設走し直してくださいに29ぺージ参 
照）。 











バックアップデバイス 

本装置には磁気テープドライプなどのバックアップファイルデバイスを取りがけるス□ット 
を1つ用意しています。 

H-O • バックアップデ/ (イスを取り巧ける場合には別売の SCS けーブル ( K 410-130 (00)) 
aaa がお要でず。 

• 摩なで指定していないバックアップデ/ f イスを取り付けないでください。 

• 本装置に取り付けることびで走るデバイスは、幅約 9 cm (3 .日インチ）、高さ約 4 cm 
(1 .己インチ）までのデバイスでず。 



取り付け 


1 . 16目ページを参照して準備をずる。 

2. 本体をラックから引き化ず （178 ページ参照)。 
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己.デバイスキャリアのレバーを解除し、本 
体前面か6デパイスキャリアを取り出 
す。 






In-Oira 

I 取り列したフ□ントパネルは、大切に保管しておいてください。 
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8. デパイスをデバイスキヤリアに差し込 
む。 


日.デバイスをデバイスじ添付のネジで固走 
する。 




未使用のネジ巧 


• '必ずデノ '(イスに添付されているネジを使用してください。 

• ネジ巧が合ラようじデバイスの取り付け位置を調整してください。 


10. バックアップデバイスじインターフェー 
スケープルをあ続ずる。 

バックアップデバイスじ電源ケーブルと 
別売の SCSI ケーブル （K410-130 (00)) 
を巧続して<ださい。 
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11 . デバイスじち綺したインターフエース 
ケープルを SCSI バックプレーンにお続す 
る。 

ち図を参照して取りかけてください。 
SCSI コネク女は IDE コネクタの下にあり 
まず。 

SCSI ケープルの先端に付いている夕一 
ミ ネー タの置き場巧を お認 してく ださ 
し、ターミネータはデバイスベイ巧に 
配置します。また、このときに SCSI 
ケーブルがデバイスキャリアじある 
ラッチングタブに当たっていないこと 
ちお認して<ださい。ケーブルの破損 
をそ巧するためです。 

12. デバイスキャリアをバックアップデバイ 
スペイに差し込む。 

完全に押し込むと r カチッ」という音がし 
て□ックされまず。 

押し込む際に、巧続したケーブルを of 
まないようじ注意してください。 




13. マザーボードと SCSI パックプレーンを内蔵 SCSI ケープル （K410-130 の0))であ続ずる。 
SCSI ケープルの配線は下図を参照してください。 


バックアップデバイス苗 
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14. 取り外した部品を取りかける。 

15. 必要に応じて DianaScope を使って管理 PC から SCSI 己の S ユーティリティを起動して SCSI の〕 
ンフィグレーシヨンをずる。詳しくは、232ページを参照してください。 

16. 必要(こ応じて搭載したデバイスのデバイスドライバをインストールずる。 

詳しくはデパイスに添付の説明書を参照してください。 


取り外し 

取り外しは、「取り付け」の逆を行ってください。 
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冗長フアン 

本装置の増設用ファンス□、ソトにオプションのファンを追力□ずることにより、ち巧ファンの 
冗長化をずることができます。 


取り付け 


1 . 1目6ページを参照して準備をずる。 

2. 本体をラックから引き化す （178 ページ参照)。 

3. ドライプカパーを取り外す （179 ページ参照)。 

4. 増設巧ファンの取りかけ位置を確認する。 


増設用ファンス□ット 


前面側 



已.ファンのラベル面を装置の背面側にむけ 
て、まっすぐ(こ増設巧ファンス□ットに 
差し込む。 


完全に押し込むと r カチ、ソ」という音がし 
て□ックされまず。 
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目.マザーボード上の J-1 1ジャンパピンを変更する。 


下図を参照して変更して<ださい。 



前面 側 


マザーボード 


背面 側 


| irO 圍 

I その他のジャンパの設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原因となりまず。 

7. EX 戶 RESSBUILDER(SE) を CD-ROM ドライブにセツ h して、 EXPRESSBUILDER から起動した 
後、ツールメニューの r リモートマネージメントカードの初期設定」を選択してファームウェアを 
アップ□-ドずる。 

詳しくは5章を参照してください。 
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取り外し 


ち巧ファンを取り外す皮換ずる化きは、「取り付け」の手順1〜3を参照して取り外しの準備 
をした後、 U 下の手順に従って巧ってください。 

I H -0 増設用フアンスロットか5フアンをずべて取り外した場合は、 r 取り付け」の手順已を参照し 
てジャン/ f ピンの設定を標準時の状態に戻してください。 

1.EXPRESSBUILDER(SE) を CD-ROM ドライブじセットして、 EXPRESSBUILDER(SE) か6起動 
した後，、ソールメニューの r リモートマネージメントカードの初期設を」を還がしてファームウェ 
アをアップ□ー ドする。 

詳し < は5章を参照してください。 

2 . 取り外す(を換する）ファンを巧認ずる。 

3. ファンをち図のようじつまんで，まつず 
ぐ上に持ち上げる。 


4. ファンをさ換ずる場合は「取り付け」の手順5を参照して取り付ける。 
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システム BIOS コンフイグレーシヨン （ SETUP ) 

SETUP は八ードウエアの基本設定をするためのユーティリティツールです。このユーティリティは本体内 
のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専巧のユーテイリテイなどがなくても実行で 
きまず。 


SETUP で設をされる内容は、出荷時に最も標準で最適な状態に設定していますのでほとんどの場合におい 
て SETUP を使用するあ要はありませんが，この後に説明するような場合などを要に応じて使用してくださ 
し、。 


M-O • SETUP の操作は、システム管理ち(アドミニストレータ）び行ってください。 

胃3 • SETUP では、バスワードを設定ずることびできまず。パスワードには、 
「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2つのレベルがありまず。 「 Supervisor 」 レベルのパスワー 
ドで SETUP にアクセスした場含、ずべての項目の変更ができまず。 「 Administrator 」 
のパスワードが設定されている場合、 「 User 」 レベルのパスワードでは、設定内客を変 
要できる項目が限5れまず。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインストールずる前にパスワードを設定しないでく 
ださい。 

• SETUP ユーティリティは、最新のパージョンがインス!ルされていまず。このため 
設定画面が本書で説明している内容と異なる場合がありまず。設定項目については、才 
ンラインヘルプを参照ずるか、保守サービス会社に問い合わせてくだをい。 

• SETUP 起動した時には Exit メニューまたはく Esc >、 く F 1 0>キーで必ず終了してくだ 
さい。 SETUP を起動した状態でパワーオフ、リセットを巧った場合には SETUP の設 
定が正しく更新されないことがありまず。 



起動は DianaScope を使って本装置に接続されたリモートコンソールから行いまず。 

本体の電源を日 N にずるとディスプレイ装置の画面 I こ POST (Power On Self - Test ) の実行内 
容が表示されまず。 

しばらくずると、次のメッセージが画面左下に表示されまず。 


Press <F2> to enter SETUP 


ここで < F 2> キーを押すと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します。 
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以前に SETUP を起動してパスワードを設定している場合は、パスワードを人力する画面が 
表示されます。パスワードを人力してください。 


Enter oassword：[ ] 

パスワードの入力は，3回まで巧えます。3回とも誤ったパスワードを人力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を行えません)。電源を OFF にしてください。 

■ ; パスワードには、 「Supervisor」 と 「User」 の2種類の"スワードがあります。「5叩 ervisor」 で 
1^^ は、 SETUP でのすベての設をのが態を確認したり、それらをを更したりすることができま 
- す。 「User」 では、確認できる設まや、変更できる設をに制限があります。 


キーと画面の説明 


キーボード上の次のキーを使って SETUP を操作しまず(キーの機能については、画面下にも 
表示されていまず）。 



キーの機能説明 * 自動的にコンフィグレーションされたものや検出されたもの、 


情報の表示のみやパスワードの設定により蛮要が許巧されてい 
ない項目はグレーアウトされた表示になります。 


□力ーソルキー （ 个、 i ) 

画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選択さ 
れていまず。 

□ カーソルキー （卜、 一） 

Main や Advanced 、 Security 、 Server . 目 00 し Exit などのメニューを選択します。 

□ く一 >キー/ く 十 > キー 

選択している項目の値(パラ;<ータ）を変更しまず。サブメニュー(項目の前に「」がついて 
いるもの）を選択している場合、このキーは無効です。 
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□ く Ente「> キー 

選択したパラメータの決定を行うときに押しまず。 

□ く Esc> キー 

ひとつ前の画面に戻ります。また値を保をせずに SETUP を終了しまず。 

□ く F9> キー 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータ I こ戻します她荷時のパラ 
メータと異なる場合があります）。 

□ く F10> キー 

SETUP の設定:内容を保存し、 SETUP を終了しまず。 


設定例 


次にソフトウエアと連携した機能や，システムとして運用するときにあ要となる機能の設定 
例を示しまず。 


曰付-時刻関連 


「 M 却 n 」 一 「System Time」、「System Date 」 

结語 pI 园 

「 ESMPR 日/ ServerMana 呂 er 」 を使ってネットワーク経由で本体の電源を制御ずる 

rAdvancedJ^rAdvanced Chipset ControlJ^fWake On Lan / PME 」 一 「 Enabled 」 


UPS 関連 


UPS と電源連動（リンク）させる 

一 UPS から電源が供給されたら常に電源を日 N させる 
rServerJ ^ rAC - LINKJ^fPower OnJ 

一 POWER スイ、ソチを使って OFF にしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を OFF 
のままにずる 

rServerJ ^ rAC - LINKJ^fLast State 」 

一 UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 
rServerJ ^ rAC - LINKJ ^ I"Stays Off 」 


起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順番を変える 

「8〇〇1」^起動順唐を設をする 

POST の実巧内容を表示ずる 

「 Advanced 」 一 「 Boot-time Diagnostic screen 」 イ Enabled 」 
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リモートウェイクアップ機能を利用ずる 

モデムから： 「 Advanced 」 イ Advanced Chipset Control 」 


イ Wake on Ring 」 イヒ nabled 」 

LAN から： rAdvancedJ^rAdvanced Chipset Control 」 

一 「Wake on LAN / PME」-*f Enabled 」 

PCI デバイスから： r Advanced J^r Advanced Chipset Control 」 


一 「Wake on LAN / PME」->f Enabled 」 


RTC のアラームから： r Advanced J^r Advanced Chipset Control 」 

一 「Wake on RTC Ala 「 nn 」-* fEnabled 」 


HW コンソール端末か 5 制御ずる 

rServer 」 一 「Console Redirection 」 一それぞれの設定をする 


メモ U 関連 


搭載しているメモ U ( DIMM ) の状態を確認ずる 

rAdvancedJ-^fMemory ConfigurationJ-^fGroup # n 」 一表示をお認する ( n : 1~3) 

画面に表示されている DIMM グループとマザーボード上のソケットの位置は下図のように対 
応しています。 



メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアずる 

「 Advanced 」 一 「Memory ConfigurationJ^fMemory Retest 」-^「 Yes 」^ 再起動するとクリ 
アされる 
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CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認ずる 

「 Main 」 一 「processor Settings 」 一表示を確認する 

画面 I こ表示されている CPU 番号とマザーボード上のソケ、ソトの位置は前ページの図のよう I こ 
対応していまず。 

CPU のエラー情報をクリアずる 

「 Main 」 一 「Processor Settings 」 一 「Processor RetesU ^ rYes 」 一再起動ずるとクリアさ 
れる 


キーボード関連 


Numlock を設定ずる 

「 Advanced 」 一 rNumlock_Hr OnJ 


イベント□グ関連 


イベント□グをクリアずる 

「 Server 」 一「な ystem Management 」 イ Event Log Configuration 」 一 「Clear All Event 
Logs 」 イ Press Enter 」 イ Yes 」 



Bl 日 S レベルでのパスワードを設定ずる 

「 Security 」 一 ！" Set Supervisor Password 」^ パスワードを入力する 

管理者パスワード ( Administrator ) 、 ユーザーパスワード （ User ) の順に設定:します。 

セキュアモードを設定ずる 

「 Security 」 一 rSet User Password 」 ーパスワードを入力する 
「 Security 」 一 「Secure Mode BootJ ^「 Enabled 」 それぞれを設定する 


外付けデバイス関連 


10ポートに対する設定をずる 

rAdvancedJ^rPeripheral Configuration 」^ それぞれの10ポートに対して設定をする 


内蔵デバイス関連 


本装置内蔵の PCI デバイスに巧ずる設定をずる 

「 Advanced 」 一 「PCI Configuration 」 一それぞれのデバイスに対して設定:をずる 

オプシヨンの PCI ボードの ROM を展開させる 

rAdvancedJ^rPCI ConfigurationJ^fPCI Slot n Option ROM 」 一 rEnabled 」 
n : PCI ス□ツトの番号 

八ードウエアの構成情報をクリアずる（内蔵デバイスの取り付け/取りがしの後) 

「 Advanced 」 一 「Reset Configuration Data 」 一 「 Yes 」 
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設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保巧ずる 

「 Exit 」 ィ Exit Saving Changes 」 

変更した BIOS の設定を破棄ずる 

「 Exit 」 イ Exit Discarding Changes 」 または 「Discard Changes 」 


BIOS の設定をデフオルトの設定に戻ず(出荷時の設定とは異なる場合がありまず) 

「 Exit 」 イ Load Setup Defaults 」 


パラメータと説明 


SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

• Main メニュ ー 

• Advanced メニュ ー 

• Security メ ニュー 

• Server メニュ ー 

• Boot メニュ ー 

• Exit メニュー 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定がで 
きます。次に画面に表示されるメニュー別に設をできる機能やパラメータ、化荷時の設定を 
説明をしまず。 
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Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「」がついている 
メニューは、選択してく Ente「> キーを押ずとサブメニューが表示されまず。 


PhoenixBIOS Setup Utility 


System Time : 

System Date : 

Legacy Diskette A : 

Hard Disk Pre-DeLay: 

► Primary IDE Master 

► Primary IDE Slave 

► Secondary IDE Master 

► Secondary IDE Slave 

► Serial ATA Channel 0 Master 

► Serial ATA Channel 1 Master 

► Processor Settings 


[08/01/2004] 

[1.44/1.25 他 3 1ィ ■ 

[Disabled： 

[CD-ROM] 

[None] 

[None] 

[None] 

[None] 

[None] 


[English (US)] 


Item Specific Help 


<Tab>, <Shift-Tab >,, 


Change Values 
Select ► Sub-Menu 


Setup Defaults 


Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻の設ををしまず。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日イ 寸の設ををしまず。 

Legacy Diskette A 

Disabled 
：360kb 51/4 

1.2MB 51/4 

720kb 31/2 
[1.44/1.25MB 31/2] 

S.88M 巳 31/S 

フ □ ッピーディスクドライブ A (標準装 
借）の設走をします。 

Hard Disk Pre-Delay 

[Disabled] 

3 Seconds 

6 Seconds 

9 Seconds 

12 Seconds 

15 Seconds 

SI Seconds 

30 Seconds 

POST 中(こ初めて IDE デバイスへアクセス 
ずる時に設定された時間だけ待ち合わせ 
を巧います。 

Primary IDE Master 

Primary IDE Slave 

Secondary IDE Master 
Secondary IDE Slave 

Serial ATA Channel 0 

Master 

Serial ATA Channel 1 

Master 


それぞれのチヤネルに接続されているデ 
バイスの情報をサブメニューで表示しま 
す。 

一部設定を変更できる項目がありまず 
が、出荷時の設定のまま(こしておいてく 
ださい。 

Processor Settings 

— 

プ□セ、ソサ (CPU) [こ関ずる情報や設定を 
する画面を表示します。 

Language 

[English(US)] 

Italiano 

Espanol 

Francais 

Deutsch 

SETUP で表示する言語を選択しまず。 


[]： 出荷時の設を 
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BIOS のパラメータで時刻や日付の設定が正しく設定されているか必ず確認してください。 
巧のを件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認-調璧をしてくだをい。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証ずる環境条件(温度：10で〜3已で-湿度： 20〇/〇〜8日〇/〇)か5外れた 
条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精度を要求ずる 
よラなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ (NTP サーバ)などを利用して運用ずるこ 
とをお勧めしまず。 

システム時計を調整しても時間の経過と巧に著しい遅れや進みが生じる場合は、お買いホめ 
の販売店、または保守ヴービスをなに保守を依頼してください。 



Processor Settings サブメニュ ー 

Main メニューで 「Processor Settings 」 を達がずると> と J 下の画面が表示されまず。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Retest 

[No] 

Yes 

プ □ セ、ソサのエラー情報をクリアし、次 
◎起動時じずベてのプ □ セ、ソサ(こ対して 
テストを巧いまず。このオプションは次 
◎ 起動後に自動的に 「 No 」 に切り替わり 
ます。 

Processor Speed 

— 

搭載しているプ □ セ、ソサのク□ック速度 
を表示しまず。 

Processor 1 CPU ID 


数値の場合はプ □ セ、ソサ 1 の ID を示しま 
ず。 「 Disabled 」 はプ □ セッサの故障、 
「Not Installed 」 は取り付けられていな 
いことを示しまず（表示のみ）。 

Processor 1 L2 Cache 

— 

プ □ セ、ソサ 1 のキャッシュサイズを表示し 
まず（表示のみ）。 

Processor 2 CPU ID 


数値の場合はプ □ セ、ソサ 2 の ID を示しま 
ず。 「 Disabled 」 はプ □ セッサの故障、 
「Not Installed 」 は取り付けられていな 
いことを示しまず（表示のみ）。 

Processor 2 L2 Cache 

— 

プ □ セ、ソサ 2 のキャッシュサイズを表示し 
ます（表示のみ）。 

Hyper-Threading 

Technology 

Disabled 

[Enabled] 

プ□セツサの Hyper-Threading 

T echnology の有効 / 無効を設定します。 


[]： 出荷時の設を 
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Advanced 


力ーソルを 「AcK/anced」 の位置に移動させると、 Advanced メニユーが表示されます。 
項目の前じ「►」がついているメニューは、選択してく Ente にキーを押すとサブメニューが表 
示されまず。 


PhoenixBIOS Setup Utility 


Item Specific I 


► Memory Configuration 

> PCI Configuration 

► PeripheraL Configuraion 

> Advanced Chipset Control 

Boot-time Diagnostic Scr 。 
Reset Configuration Data 
NumLock : 

Memory/Processor Error : 
SATA RAID Enable : 


Additional setup 
menus to configure 
Memory devices. 


[Auto] 

[Boot] 

EDisabLed] 


u 


F9 

F10 


Setup Defaults 


項目じついては次の表を参照してください。 


項目 

バ ラメータ 

説明 

巨 00 1-time Diagnostic Screen 

Disabled 

[Enabled] 

「 Enabled 」 [ こ設定 : すると、戶 OST の内容 
を画面に表示しまず。 「 Disabled 」 じ設 
定すると MEC □ ゴで POST の表示を隠し 
まず。 

Console Redirection 中は 「 Disabled 」 に 
設定できません。 

Reset Configuration Data 

[No] 

Yes 

Configuration Data(P0ST で記憶してい 
るシステム情報)をクリアずるときは 
「 Yes 」 に設定しまず。装置の起動禮にこ 
のパラメータは rNoJ に切り替わりま 
す。 

NumLock 

[Auto] 

On 

Off 

システム超動時に Numlock の有効/無交力を 
設定します。 

Memory/Processor Error 

[Boot] 

Halt 

POST でメモリまたはプ □ セ、ソサ[こ異常 
を檢出した際の POST 終了後の動作を選 
択します。 「 Boot 」 でオペレーティング 
システムをそのまま起動します。 

「 Halt 」 で動作を停止しまず。 

SATA RAID Enable 

[Disabled] 

Enabled 

シリアル ATA コント □ ーラの HostRAID 
を利用した八ードディスクドライブ 
の RAID 構築の有効 / 無効を設定します。 

本装置では使用しません。変更しないで 
ください。 


[]： 出荷時の設定 

n-O Reset Configuration Data を 「 Yes 」 に設定ずると、ブートデバイスの情報もクリアされ 
まず 。 Reset Confi 旨 Data を 「 Yes 」 に設定ずる前に、必ず設定されているプートデバイ 
スの順番を記録し、 Ex け Savin 邑 Chan 邑 es で再起動後、 BIOS セットアップメニューを起 
動して、ブートデパイスの順番を設定し直してください。 



















Memory Configuration ヴブメニユー 

Advanced^ ニューで 「Memory Configuration」 を選択すると、以下の画面が表示されま 
ず。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 




項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Memory 

— 

基本メモリの容量を表示します。 

Extended Memory 

— 

化おメモリの容量を表示しまず。 

DIMM Group # 1 - #3 

Normal 

Disabled 

Not Installed 

メモリの現在のが態を表示しまず。 
「 Normal 」 はメモリが正常であることを 
示します。 「 Disabled 」 は故障している 
ことを 、 「Not Installed 」 はメモリが取 
りがけられていないことを示します（表 
示のみ）。 

巨 ank #1 は DIMM ソケットの#己、#目 
を、巨 ank #2 は3、#4、巨 ank #3 は # K #2 
じ措載されている DIMM の状態を表します 
(本装置に措載される DIMM はインクー 
リーブタイプのため2枚で1組として構成 
されていまず） 

Memory Retest 

Yes 

[ No ] 

メモリのエラー情報をクリアし、次◎起 
動時にずべての DIMM に巧してテストを行 
いまず。このオプションは次回起動後(こ 
自動的に 「 No 」 じ切り替わります。 

Extended RAM Step 

1 MB 

IK 巨 

Every Location 
[ Disabled ] 

riM 巳」は 1 M 単位にメモリテストを行 
います。 「1 K 巨」は 1 K 単位にメモリテス 
卜を巧いまず 。 「Every Location 」 はす 
ベてにメモリテストを巧いまず。メモリ 
テスト中はく Space 〉 丰一のみ有効とな 
y < F 2>、 く F 4>、 く F 1 お、 < Esc > キーは 
無視されます。 

Online Spare Memory 

[ Disabled ] 

Enabled 

オンラインスペアメモリ機能の有効/無効 
を設をします。本裝置では使用しません 
ので 「 Disabled 」 （こしておいてくださ 
い。 


[]： 出荷時の設を 
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PCI Configuration ヴブメニユー 


ROM 

ROM 

ROM 

ROM 

ROM 

ROM 


IB Option 
2B Option 
3B Option 
1C Option 
2C Option 
3C Option 


Slot 

Slot 

Slot 

Slot 

Slot 

Slot 


> Embedded SCSI 

> Embedded NIC(DueL Gbit) 

> Embedded Video Controller 


F1 Help T i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit --*■ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


PCI Configuration 



Advancedp< ニュ ーTTPCI Configuration」 を選択ずると、 W 下の画面が表示されます。項 
目の前についているメニューは、選択してく Enter> キーを押すとサブ六ニューが表示 
されまず。 


項目については次の表を参照してください。 


[]： 化荷時の設定 

■-0 ネットワークブートをさせなし M _ AN ボードのオプション ROM は rDisabledJ に設定してく 

胃司 だをい。取り付けたディスクアレイコント□—ラボードに 0 S がインス I ルされている 
八ードディスクドライブを接続ずる際にはそのス□ットをに nabled 」 に設定してください。 


• Embedded SCSI サブメニュ • 


Item Specific Help 


Additional setup 
menus to configure 
embedded SCSI 



項目 

バ ラメータ 

説明 

SCSI Controller 

Disabled 

オンボード上の SCSI コント□ーラの有 


[Enabled] 

効/無巧を設をします。 

Option ROM Scan 

[Enabled] 

オンボード上の SCSI コント□ーラの巨 IOS 


Disabled 

の展請の有効/無巧を設をしまず。 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI Slot 1 目〜 3 巳 Option 

ROM 

Disabled 

[Enabled] 

フル八イトタイプのライザーカードに接 
続している PCI ボード上のオプシヨ 
ン ROM の展開を有効にずるかお巧にずる 
かを設をします。 

PCI Slot 1C 〜 3C Option 

ROM 

Disabled 

[Enabled] 

□-プ□ファイルタイプのライザーカー 
ドに接続している PCI ボード上のオプシヨ 
ン ROM の展開を有効にずるかおタカにずる 
かを設をします。 


I I I I I I 

c £ c £ c c 

p p p p p p 


TJTJTJTJTJTJ 
d d d d d d 

かホホホ 


[]： 出荷時の設定 























• Embedded N に (Duel Gbit) ヴブメ ニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

LAN Controller 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□ーラの有効/ 


[ Enabled ] 

無効を設をします。 

Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

オンボード上の LAN コント□ーラの巨の S 


Disabled 

の展開の有効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 


参 Embedded Video Controller サブメニュ ー 


項目 

パラメータ 

説明 

Onboard VGA Control 

Disabled 

[ Enabled ] 

オンボード上のビデオコント□ーラの有 
交力/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Peripheral Confi 旨 uration ヴブメニュー 


Advanced メニュ ー TTPeripheral Configuration 」 を選択ずると、下の画面が表示されま 
ず。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 

Advanced 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit *--> Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 

I — "0 割り込みベース I / O アドレスび他と重複しないよラにミち意してください。設定した値が他の 
司リソースで使用されている場合は黄色の r * j が表示されまず。黄色の r *」 が表示されてい 
る項目は設定し直してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port A 

Disabled 

シリアルポート A の有効/無効を設定しま 


[ Enabled ] 

Auto 

ず。 

Serial Port A 

に F 引 

シリアルポート A のためのペース I / O アド 

Base I/O address 

2 F 8 

レスを設定しまず。 


3 E 8 



2 E 8 


Serial Port A 

IRQ 3 

シリアルポート A のための割り込みを設を 

Interrupt 

[IRQ 4] 

しまず。 

Serial Port B 

Disabled 

シリアルポート巨の有効/無効を設定しま 


[ Enabled ] 

Auto 

ず。 

Serial Port B 

3 F 8 

シリアルポート巨のためのベース I / O アド 

Base I/O address 

に F 引 

レスを設定します。 


3 E 8 



2 E 8 


Serial Port B 

[IRQ 3] 

シリアルポート巨のための割り込みを設定 

Interrupt 

IRQ 4 

します。 

PS /2 Mouse 

Disabled 

Enabled 
[Auto Detect ] 

マウスの有効/無巧を設をしまず。 

USB Host Controller 

Disabled 

US 巳コント□ー ラの有巧/無タカを設ちしま 


[ Enabled ] 

す。 


[]： 出荷時の設定 
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項目 

パラメータ 

説明 

Legacy USB Support 

Disabled 

[ Enabled ] 

US 巨を正まにサポートしていない OS で 
も USB キーボードやマウスが使用できる 
ようにずるかどうかを設定しまず。 
「 Disabled 」 じ設走した場合 
は、 POST 、 SETUP で USB キーボードは 
使用できまずが、 0 S 起動後は 0 S によつ 
ては使用できません。 

Parallel ATA 

Disabled 

Channel 0 

Channel 1 
[ Both ] 

パラレル ATA の有タカ/おタカを設をしまず。 

Serial ATA 

Disabled ] 

[ Enabled ] 

シリアル ATA の有効/無効を設定しまず。 


[]: 出荷時の設定 
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Advanced Chipset 巳 ontrol サブメニュ ー 


Advanced メニユーで 「Advanced Chipset Control」 を選択すると、 W 下の画面が表示され 
ます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


Advanced Chipset Control 

Item Specific Help 

Enable Multimedia Timer [困] 

Wake On LAN/PME [Enabled] 

Wake On Ring CDisabLed： 

Wake On RTC Alarm [Disabled： 

Enable/Disable 

Multimedia Timer 

support. 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ， • Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Enable Multimedia Timer 

[ No ] 

Yes 

マルチメディアじ巧応ずるためのタイマ 
一の有効/お巧を設をします。 

Wake On LAN/PME 

Disabled 

[ Enabled ] 

標準装備のネットワークまたはフル八イ 
卜 PCI ライザーカードに接統された PCI デ 
バイス (PCI Power Management 

Enabled ずるインベント)によるリモート 
パワーオン機能の有効/無効を設をしま 
す。 

Wake On Ring 

[ Disabled ] 

Enabled 

シリアルポート（モデム）を介したリモ 
ートパワーオン機能の有効/無効を設走し 
ます。 

Wake On RTC Alarm 

[ Disabled ] 

Enabled 

リアルタイムク□ックのアラーム機能を 
使ったリモートパワーオン機能の有効/無 
効を設ちしまず。 


[]： 化荷時の設を 
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Security 

カーソルを 「Security」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
I Security I 


User Password : 

Supervisor I 

Set User Password [Enter] 

Set Supervisor Password 


Password on boot 
Fixed disk boot si 


Hot Key(CTRL+ALT+) 
Secure Mode Boot 


[Disabled] 

[Normal] 


Item Specific Help 


Supervisor Password 
ils access 
utility. 


Help 


- /+ Change Values 
Enter Select ► Sub-Menu 


巧 Setup Defaults 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく Ente「> キーを押ず 
とパスワードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設定を行います。 

11-〇 • 「User Password! は、 「Administrator Password」 を設定していないと設定でき 

P 重与 ません。 

• 0S のインスIル前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、お買い求めの販売店または保守サービス会社にお 
問い合わせください。 


各項目については次の表を参照してください。 


項目 

バ ラメータ 

説明 

User Password Is 

Clear 

Set 

ユーザーパスワードが設走:されているか 
どうかを示します（表示のみ）。 

Supervisor Password Is 

Clear 

Set 

スーパーバイザパスワードが設定されて 
いるかどうかを示します（表示のみ）。 

Set User Password 

8 文字までの奠数字 

く £が6「>丰一を押すとユーザーのパスワー 
ド入力画面になります。このパスワード 
では SETUP メニューのアクセスに制限が 
あります。この設をは、 SETUP を起動し 
たときのパスワードの入力で 
[ SupervisorJ で□グインしたときのみ 
設走できます。 

Set Supervisor Password 

8 义字までの奠数字 

く £な6「>丰一を押ずとスーパーバイザのパ 
スワード入力画面じなりまず。このパス 
ワードですベての SETUP メニュー(こアク 
セスできます。この設をは、 SETUP を起 
動したときのパスワードの入力で 
「 Supervisor で□グインしたときのみ設 
をできます。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Password on boot 

脚 sabled ] 

Enabled 

起動時にパスワードの入力を巧う/巧わな 
いの設定をします。先じスーパパイザの 
パスワードを設定する'必要がありまず。 
もし、スーパーパイザのパスワードが設 
定されていて、このオプションが無効の 
場合は BIOS はユーザーが起動していると 
判断します。 

Fixed disk boot sector 

[ Normal ] 

Write Protect 

IDE 八ードディスクドライプに巧ずる書き 
込みを防ぎます。本装置では IDE 八ードデ 
ィスクドライブをサポートしていませ 
ん。 

Secure Mode Timer 

脚 sabled ] 

1 min 

2 min 

5 min 

10 min 

30 min 

1 hr 

2 hr 

丰ーボードやマウスからの入力が途絶え 
てからセキュアモードに入るまでの時間 
を設定します 0 「 Disabled 」 の時はセキ 
ュアモードじなりません。 

Hot Key ( CTRL + ALT +) 

[ L ] 

Z 

Secure Mode を起動させるキーを設定し 
まず。 < Ctrl > キーと < AI わキーを押しなが 
ら設定したキーを押すと Secure Mode が 
起動しまず。 

Secure Mode Boot 

|； Disabled ] 

Enabled 

システムの起動時にセキュアモードで起 
動させるかどうかを設定します。 

Video Blanking 

|； Disabled ] 

Enabled 

セキュアモードに入った時にモニタを切 
るかどうか設定できます。 

Floppy Write Protect 

|； Disabled ] 

Enabled 

セ丰ュアモードの間、フ□、ソピーディス 
クドライブじセツトしたフ□、ソピーディ 
スクへの書き込みを許巧するか禁止する 
かを設定します。 

Power Switch Inhibit 

|； Disabled ] 

Enabled 

POWER スイ、ソチの機能を有効にするか無 
効にずるかを設定しまず。 


[]: 出荷時の設定 
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S 白 rv 白广 

力ーソルを 「 Server 」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 
Server 


► System Management 


Item Specific Help 


Additional setup menus 
to view server 

► Console Redirection 

► Event Log Configuration 

Assert NMI on PERR : 

[Enabled] 

management features. 

Assert NMI on SERR 

[Enabled] 


FRB-2 Policy : 

[Retry 3 Times] 


Boot Monitoring : 

EDisabLed ： 


Thermal Sensor : 

[Enabled] 


Post Error Pause : 

[Enabled] 


AC-LINK : 

[Last State] 


Power ON Delay Time(Sec) 

C D ： 


Platform Event FiLtening 

[Enabled] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit < * Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Server メニューで設定:できる項目とその機能を示します 。 ["System Management 」 と 
「Console Redirection」、[Event Log Configuration 」 は選択後、く Ente にキーを押してサ 
ブ;< ニューを表示させてから設定しまず。 

項目については次の表を参照してください。 


項目 

バ ラメータ 

説明 

Assert NMI on PERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI PERR のサポートを設定します。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI SERR のサポートを設定します。 

FRB -2 Policy 

Disable FRB 2 Timer 

FR 己レペル2のタイマに関する設定をしま 


[Retry 3 Times ] 

す。 

Boot Monitoring 

[ Disabled ] 

起動時のブート監視の機能タイマの有効/ 


己 minutes 

無効を設定しまず。脚 sabledl 以外を選択 


10 minutes 

すると> タイマが有効じなります。 


15 minutes 

なお、この機能を使用する場合は、 


SO minutes 

ESMPRO/ServerAgent をインストール 


25 minutes 

してください。 


30 minutes 

ESMPRO/ServerAgent をインストール 


35 minutes 

していない OS から起動ずる攝合には、こ 


40 minutes 

45 minutes 

50 minutes 

55 minutes 

60 minutes 

の機能を無効にしてください。 

Thermal Sensor 

Disabled 

温をセンサ監視機能の有効/無タカを設をし 


[ Enabled ] 

まず。 


[]： 出荷時の設定 
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項目 

パラメータ 

説明 

Post Error Pause 

Disabled 

[ Enabled ] 

POST の実行中にエラーが発生した際 
じ、 POST の終わりで POST をいったん停 
止するかどうかを設定しまず。但しキー 
ボードが接統されていない場合じは本設 
定は無効じなり、エラーが発生して 
も POST の終わりでいったん停止はしま 
せん。 

AC-LINK 

Stays Off 
[Last State ] 

Power On 

AC - リンク機能を設定しまず。 AC 電源が 
再度供給されたときのシステムの電源の 
状態を設定します（次の表を参照）。無 
停電電源装置 ( UPS ) を利用し自動運転を 
巧う場合は 「 ACLINK 」 の設定を 
「 PowerOn 」 にしてください。 

Power ON Delay Time ( Sec ) 

[0] 〜に 55] 

起動システムのサーチ時間を設定しま 
ず。タイムアウトじなるとシステムは再 
起動します。 

Platform Event Filtering 

Disabled 

[ Enabled ] 

システム内の温度センサの有効/無効を設 
定しまず。 


[]: 出荷時の設定 


「 AC - LINK 」 の設をと 本 装置の AC 電源が OFR こなってから再度電源が供給されたときの動作 
を次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

sni 申 
巧疋 

Stay Off 

Last State 

Pow 白广 On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （ DC 電源も Off のとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 OFF * 

Off 

Off 

On 


* POWER スイッチを4秒以上押し続ける操作です。強制的に電源を OFF じします。 


ir-O 無停電電源装置 (UPS) を利用して自動運転を巧う場合は 「AC 丄 INKJ の設定を 「Power OnJ 
p 重卓 にしてください。 
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System Management サブメニュ ー 

Server メニューで ！" System Management 」 を達択し、 < Enter > キーを押すと、下の画面が 
表示されまず。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Version 

— 

BIOS のパージョンを表示します（表示の 
み）。 

IPMI Specir に aiton Version 

— 

IPMI 仕様のバージョンを表示します（表 
示のみ）。 

BMC Device ID 

— 

巨 MC のデバイス ID を表示しまず（表示の 
み）。 

BMC Device Version 

— 

巨 MC のパージョンを表示します（表示の 
み）。 

BMC Firmware Version 

— 

巨 MC のファームウェアバージョンを表示 
しまず（表示のみ）。 

PIA Version 


プラットフォームインフォメーションエ 
リアのバージョンを表示します（表示の 
み）。 

SDR Revision 

— 

センサデータレコードのレビジョンを表 
示しまず（表示のみ）。 
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Console Redirection ヴブメニユー 

Server メニューで 「Console Redirection 」 を逞択し、 < Ente 「> キーを押すと、下の画面が 
表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server 


Console Redirection 

Item Specific Help 

BIOS Redirection Port : 

ACPI Redirection Port : [Disabled] 

Baud Rate [19.2K] 

Flow Control [CTS/RTS] 

Console Type : [PC ANSI] 

Selects the Serial port 

to use for Console Redi¬ 
rection. 

"DisabLed" compLeteLy 
disables Console Redire¬ 
ction. 


F1 Help t i Select Item - /+ Change Values 巧 Setup Defaults 

Esc Exit ，'’》Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

バ ラメータ 

説明 

BIOS Redirection Port 

[ Disabled ] 

このメニューで設定したシリアルポート 


Serial Port A 

から DianaScope や八イパーターミナルを 


Serial Port 巨 

使った管理端末か6のダイレクト接続を 
有効にずるか無効にずるかを設定しま 
す。 

ACPI Redirection Port 

[ Disabled ] 

OS 動作中(こ ACPI コンソールを接続する 


Serial Port A 

Serial Port 巨 

シリアルポートを設定しまず。 

Baud Rate 

9600 

お続ずる八ードウエアコンソールとのイ 


[19.2 K ] 

ンタフエースに使用ずるポーレートを設 


38.4 K 

57.6 K 

115.2 K 

定しまず。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 
に TS / RTS ] 

CTS/RTS + CD 

フ□一制御のちまを設定しまず。 

Console Type 

[PC ANSI ] 

八ードウエアコンソールタイプを選択し 


VT 100+ 

VT - UTF 8 

まず。 


[]： 化荷時の設を 
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Boot 

力ーソルを 「 Boot 」 の位置に移動させると、起動順位を設定ずる Boot メニューが表示されま 
ず。目 00 1 メニューのそれぞれの項目を選択後、く Enter > キーを押してサブメニュー■を表示さ 
せてから設をします。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 


CD-ROM Drive 
+Removable Devices 
+Hard Drive 
IBA GE Slot 0200 v1217 
IBA GE SLot 0209 v1217 


Item Specific Help 


Keys used to view or 
configure devices: 
<Enter> expands or 
collapses devices with 
a + or - 

<CtrL+Enter> expands 
alL 

<Shift + 1> enables or 
disables a device. 

<+> and <-> moves the 
device up or down. 

<n> May move removable 
device between Hard 
Disk or Removable Disk 
<d> Remove a device 
that is not installed. 


Help 

Exit 


Select Item 
Select Menu 


- /+ Change Values 


C—ta 。 CalI 


F9 Setup Defaults 


Removable Devices サブメニユ ー 

システムに接続されているリムーバブルデバイスの中か 6 起動させるデバイスを選択しま 
す。システムは起動時にこのサブメニューで設定したデパイスをサーチし、起動ソフトウェ 
アを見つけるとそのソフトウエアで起動しまず。 


<t >キー/< i >キーでデバイスを違択します。 


項目 

説明 

システムに接続されているデバイスを 
リストアップします 

リストか61つを選択しまず。リストには、 1.44 M 巨タイプ 
か 120 M 目女イプのフ□、ソピーディスクドライブが表示されま 
す。 


Hard Drive サブメニュ ー 

システムに接続されている八ードディスクドライブの中か6起動させるデパイスを選択しま 
ず。システムは起動時にこのサブメニューで設定したデパイスをサーチし、起動ソフトウェ 
アを見つけるとそのソフトウエアで起動しまず。 


<t >キー/< i >キーでデバイスを違択します。 


項目 

説明 

システムに接攝されているデバイスを 
リストアップします 

リストか61つを選択しまず。リストじは ATAPI CD - ROM ド 
ライブが表示されまず。 
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Exit 

力ーソルを 「 Exit 」 の位置[こ移動させると、 Exit メニューが表示されます。 



このメニューのをオプションについて W 下に説 B 月しまず。 


Exit Saving Changes 

新たに達択した内容を CMOS メモリ坏揮発性メモリ）内に保存して S 口 UP を終わ6せるあ 
に、この項目を選択します 。 Exit Saving Changes を違択すると、お認画面が表示されま 
す。 

ここで、 「 Yes 」 を違ぶとまがこじ違択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存して 
SETUP を終了し、自動的にシステムを再起動します。 


Exit Discarding Changes 

新たに達択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保をしないで SETUP を終わらせ 
たい時に、この項目を達択します。 

ここで、「 N 0」を選択すると、変更した内容を CMOS メモリ内に保をしないで SETUP を終了 
し、自動的にシステムを再起動します。 


Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を運がします 。 Load Setup 
Defaults を運択すると> お認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を違択すると、 S 口 UP のすベての値をデフォルト値に戻して Exit メニユーじ 
戻ります。「 N0 」を選択ずると Exit メニユーに戻ります。 

I H-0 モデルによっては、出刷きの設定とデフォルト値び異なる場合がありまず。この項で説明し 
ている設定一覧を参照して使用ずる環境に合わはた設定に直ず必要びありまず。 
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Discard Changes 


CMOS メモリに値を保をする前に今回の変更をじ(前の値に戻したい場合は、この項目を選択 
します 。 Discard Changes を違択するとモを認画面が表示されまず。 

ここで， 「 Yes 」 を達ぶとおたに違がした内容が破棄されて、じ(前の内容に戻ります。 


Save Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ坏揮発性メモリ）巧に保をする時に、この項目を運がし 
ます 。 Saving Changes を逞択すると、お認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を違ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）向こ保をしま 
す。 
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SCSI BIOS コン フイ グレーシヨン (SCSISete が 

rSCSISetecd ユーティリティはマザーボード上の SCSI コント□ーラに対して各種設定を巧うためのユー 
ティリティで、起動には特殊な起動ディスクなどを使用せずに、 POST の実行中に簡単なキー操作から起 
動することができまず。 


n-O 本装置には、最新のパージョンの SCSISe / ec じ L — ティリティがインストールされていま 
ず。このため設定画面が本書で説明しているの客と異なる場合がありまず。本書と異なる設 
定項目については、オンラインヘルプを参照ずるか、保守ヴービス会社に問い合わせてくだ 
をい。 


SCSISe / e がユーテイリテイの用途 


SCSI 说 fe がュー ティリティは、本装置に接続される SCSI 磯器の転送速度の設定を行う場合 
(八ードディスクドライブを除く）に起動し、各種設定をします。 


n-O SCSI のコンフィグレーションは SCSI コント□—ラ単にに個別にユーティリティを起動し 
胃司 て設定しなければなりません。本装置巧には SCSI コント□—ラが1つ搭載されていまず。 

オプションの SCSI コント□—ラボードを増設した場合は、本装置の蔵の SCSI コント □— 
ラに加え、増設した枚数分の SCSI コントローラの設定が必要でず。また、設定を変更ずる 
ために使用ずるユーティリティも異なる場合がありまず。 


起動と終了 


SCSISe / e なユー ティリティの起動から終了までの方法を次に示します。起動と操作は 
DianaScope を使って本装置に接続されたリモートコンソールから行います。 


1 . 本装置の電源を ON にする 

POST 実行中の画面の遠中で次のメッセージを表示しまず。 


w-oira 

搭載している 


SCSI コント□ーラの数だけ表示されます。 


Adaptec SCSI BIOS vX.XX 

Copyright 2004 Adaptec, Inc. ALL Rights Reserved. 

4 < < Press <CtrL> <A> for S C SIS eLe c t (TM) UtiLity! ► ► ► 


2. < Ctrl > キーを 押しなが 6< A > キーを 押す。 

SCS に elect ユーティ リティが起動し> 「 Main 」 メニューを表示します。 
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3. 力ーソルを使って rBus : Device 」 ボックス内のチャネルを選択して < Enter > キーを押す。 


AIC- 7902 A at Slot 23 02:03:00 
AIC- 7902 B at Slot 23 02:03:01 


マザーボードの SCSI コント□ーラ[こはチャネルが 2 つあります。 

チャネル A (02:03:00) は Ult ; ra 320 SCSI 〕 ネクク巧.25インチデパイスまたは外部 SCSI ( Wide ) コ 
ネクタ風を、チャネル巨 (02:03:01) は Ultra 320 SCSI コネクタ（八ードディスクドライブ用）を表 
71^します。 

選択ずると、 「 Options 」 メニューを表示します。 

4. オプションのメニューを選択してく Ente 「> キーを押ず。 



アダプク（選択したチャネル)やチャネル[こ接続されている SCSI デバイスに対して設をしたいとき 
は、 rConfigure/View Host Adapter Settings 」 を選択しまず。 

選択したチャネルに接続された八ードディスクドライブのフォーマット节ベリファイ、および 
チャネル[こ接続されたデバイスの SCSI ID などを知りたいときは 、 「SCSI Disk Utilites 」 を選択し 
ます。 

詳しい内容については W 峰の説明を参照してください。 

SCSISete なを終了ずるには、終了メッセージが表示されるまでく Esc > キーを押してください 
(設定を変更している場合は、令の前に変更内容の保ちを磕 f 忍するメッセージが表示されま 
す。保存ずる ( Yes ) か、破棄する ( No ) を選択してください）。 
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Configure/View Host Adapter Settings 


AdditionaL Options 

Boot Device Configuration ■■■■ 

SCSI Device Configuration ■■■■ 

Advanced Configuration . 

Host RAID . 

<F6> - Reset to SCSI Cont 


SCSI Bus Interface Definitions 


SCSI Control Ler ID.7 

SCSI ControLLer Parity.Enabled 

SCSI ControLLer Termination.Enab Led 


Conf 1 gurat 1 on 


設定ずるチャネルを選択後に表示される 「 Options 」 メ: 
Adapter Settings 」 を選択すると画面が表示されます。 


- CTConfigure/View Host 


次にメニューとパラメータを説明します。ここでの説明を参照して最適な状態 I こ設定してく 
ださい。 


SCSI Bus Interface Definitions 

キーボードのカーソル (< i >キー/<^>キー)を使って項目を違択します。それぞれの機能と 
パラメータは次の表のとおりです。 


項目 

パラメータ 

機能/設定 

SCSI Controller ID 

日〜 [7] 〜 15 

の」に設定してください。 

SCSI Controller Parity 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定:してください。 

SCSI Controller 

[ Enabled ] 

終端おなの有タカ/無巧を設をしまず。 

Termination 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定:してください。 


]: 化荷時の設定 


Additional Options 

キーボードのカーソル(く i >キー/く T >キー)を使って項目を選択します。 


BIOS Information 


Interrupt(IRQ) Channel . 

I/O Port Addresses. 2400 h, 2000 h 



234 

































Boot Device Configurations 



SCSI Device Configuration 

に CSI Device Configuration 」 に力ーソルを合わせて < Enter > キーを押すと次のような表示 
に変わリます。 


|| SCSI 

Device 

Configuration : 





SCSI Device ID 

UQ 

#1 

U2 

#3 

#4 

#5 

ne 

#7 

Sync Transfer Rate (MB/Sec) 

.320 

320 

320 

320 

320 

320 

320 

320 

Packetized. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

QAS. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Initiate Wide Negotiation.. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Enable Disconnection. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Send Start Unit Command.... 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

BIOS Multiple LUN Support.. 

.No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

Include in BIOS Scan. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

SCSI Device ID 

#8 

林 9 

#10 

#11 

#12 

#13 

#14 

#15 

Sync Transfer Rate (MB/Sec) 

.320 

320 

320 

320 

320 

320 

320 

320 

Packetized. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

QAS. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Initiate Wide Negotiation.. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Enable Disconnection. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Send Start Unit Command.... 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

BIOS Multiple LUN Support.. 

.No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

Include in BIOS Scan. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 


I — -〇 設定は各 SCSI ID ごとに行えまず。夕ーゲットとなる装置の SCSI のを確認してか5設定 

を変更してください。 

■こ 追加したオプションの SCSI ID がわからない場合は 「 Options 」 メニューで 「SCSI Disk 

1 ^^ Utilities 」 を選巧してください。しばらくすると 、 SCSI ID とが応するデバイスの画面が表示 
- されます。詳しくはこの後の rSCSIDiskUtilities 」 を参照してください。 

メニュー内の機能とパラメータは次ページの表のとおりです。 
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項目 


パラメータ 

機能/設定 

Sync Transfer Rate 

[320] 

33.3 

通潮ま「320」に設走:してください。こ 

( MB / Sec ) 

160 

20.0 

の値は接続するオプシヨンじよつて変更 


80.0 

10.0 

が必要な場合があります。詳し<はオプ 


66.6 

40.0 

ASYN 

シヨンじ添付の説明書を参照して<ださ 
し、。 

Packetized 

[ Yes ] 

No 


パケット化したデータ転送（デュアルト 
ランジシヨン ( DT )) 機能を使用し、バス 
の穂働率を最適化ずるかどうかを選択し 
ます。 

QAS 

[ Yes ] 

No 


SCSI バスの穂働率を向上ずる Quick 
Arbitration and Selection ( QAS ) 機能を使 
用するかどうかを選択します。 

Initiate Wide Negotiation 

[ Yes ] 

No 


巧続した SCSI 機器が咖 de SCS に対応し 
ているときは 「 Yes 」 に設定してくださ 
し'!。対応していないときは> rNoJ じ設 
をしてください。 

Enable Disconnection 

[ Yes ] 

No 


「 Yes 」 に設をしてください。 

Send Start Unit Command 

[ Yes ] 

No 


八ードディスクドライプに対して使用ず 
る場合は 「 Yes 」 じ設走して<ださい。そ 
れ t (外の場合は、「 N 0」じ設をしてくだ 
さい。 

BIOS Multiple LUN Support 

Yes 

[ No ] 


「 N 0」に設定してください。 

Include in BIOS Scan 

[ Yes ] 

No 


「 Yes 」 に設をしてください。 


[]: 化荷時の設定 
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Advanced Configuration 



メニュー 内の機能と パラメータは 次の表のとおりです。 


項目 

パラメータ 

機能/設定 

Reset SCSI 目 us at に 

[ Enabled ] 

「 Enabled 」 [こ設をしてください。 

Initialization 

Disabled 


Display < Ctrl >< A > 

[ Enabled ] 

「 Enabled 」 [こ設をしてください。 

Message During BIOS 
Initialization 

Disabled 


Extended Int 13 Transfer for 

[ Enabled ] 

「 Enabled 」 に設をしてください。 

DOS Driver > 1 GBype 

Disabled 


Post Display Mode 

[ Verbose ] 

特に必要がない限り変更しないでくださ 


Silent 

Diagnostic 

し''。 

SCSI Conrtoller Int 13 

[ Enabled ] 

SCSI 团 OS の有効/お交力を設をします。ホ 

Support 

Disabled ： NOT Scan 

の場合を除いて 「 Enabled 」 に設をしてく 


Disabled ： scan bus 

ださい。 

• SCSI コント□ーラ配下に接続された 
八ードディスクドライブ W 外のコント 
□ーラ配下に接続した八ードディスク 
ドライブか 60 S を起動ずる場合（八一 
ドディスクドライブが接続されていな 
い墙をは問題ありません）。 

-拡張 ROM 空間の領域を確保ずる目的で 
八ードディスクドライブが接続されて 
いない SCSI コント□ーラの巨 IOS を 
「 Disabled 」 にずることができる。 

Domain Validation 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 じ設走してください。 

Support Removable Disks 

Boot Only 

リムーバブルメディアがコント□ールす 

under Int 13 as Fixed Disks 

All Disks 

るオプションは A に- 79 XX 团 0 S じよリサ 


[ Disabled ] 

ポートしまず。 

BIOS Support for 

[ Enabled ] 

「 Enabled 」 じ設走してください。 

Bootable CD-ROM 

Disabled 



[]： 出荷時の設を 
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SCSI Disk Utilities 


SCSI Disk Utilities は還択したチャネルに接続されたデバイスをスキャンし、それぞれのデ 
バイスの情報を表示します。デバイスが八ードディスクドライブの場合は、ディスクの□一 
レベルフォーマツトやベリファイを実行することわできます。 

設定するチャネルを選択後に表示される 「 Options 」 メニユーでに CSI Disk Uti 帕 es 」 を選択 
すると次のような SCSI ID をスキャンする画面が表示されます。 



flTr- 70 n? A at sLot 23, np-n^-nn ■ 

Scanning SCSI ID: 4: LUN Number : 0 






スキャン後、次のような SCSI ID と対応するデバイスの画面が表示されます。 


— Select SCSI Disk and p 


SCSI 

ID 

UO 

No 

d e 

SCSI 

ID 

#1 

No 

d e 

SCSI 

ID 

m 

No 

d e 

SCSI 

ID 

持ろ 

No 

d e 

SCSI 

ID 

u 

No 

d e 

SCSI 

ID 

U5 

No 

d e 

SCSI 

ID 

U6 

No 

d e 

SCSI 

ID 

ni 

: Adapt 

SCSI 

ID 

持 & 

No 

d e 

SCSI 

ID 

ff9 

No 

d e 
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この画面でデバイスを選択して < Enter > キーを押すとデバイスの詳細が表示されまず。 

違択したデバイスが八ードディスクドライブの場合は、次のサブメニューを実巧することが 
できます。 


• Format Disk: 選択したデバイスを□—レベルでフォーマットします。 

• Verify Disk Media: 選択したデバイスのすべてのセクタを比較（ベリファイ）し、不 

良なセクタがあればアサインし直します。 


HostRAID 


HostRAID の機能はこのシステムではサポートしていません。機能を有》力にすると正しく動 
作しなくなったり、データを損失ずるおそれがありまず。 
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■ J セットとク IJ ア 


本装置が動作しなくなったときや B の S で設定した内容を化荷時の設をに戻すときに参照してください。 


IJ セツ 


日 S が起動する前に動作しなくなったときは、く Ct 「 l > キーとく AI わキーを押しながら、 

く Delete > キーを押してください。リセ、ソトを実行します。 

I H-O リセットは、本体の DIMM 内のメモリや処理中のデータをずべてクリアしてしまいまず。 
胃司 八ングアップしたとをむ巧•でリセットを行うときは、本装置がなにも処理していないことを 
確認してください。 


強制電源 OFF 


os か 6 シャットダウンできなくなったときや、 POWER スイ、ソチを押しても電源を OFF にで 
きなくなったとき> リセ、ソトが機能しないときなどに使巧します。 

本体の POWER スイッチを 4 秒ほど押し続けてください。電源が強制的に OFF になります。 
(電源を再び ON にするときは、電源 OFF か 6 が] 10 秒ほど待ってか 6 電源を ON にしてくださ 
い。） 

I M-O U モートパワーオン機能を使用している場合は、一度、電源を ON にし直して、 0 S を起動 
させ、正甫な方まで電源を OFF にしてください。 


POWER スイッチ 
(4 蛛 Ji (上押す） 
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CMOS メモリ•パスワードのクリア 


本装置が持つセットアップユーティリティ 「 SETUP 」 では、本装置内部のデータを第兰者か 
6保護ずるために独自のパスワードを設をすることができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明する方法でパスワードをクリア 
することができます。 

また、本装置の CMOS メモリに保存されている内容をクリアする場合も同様の手順で行いま 
す。 

I H-0 CMOS メモリの巧客をク U アずると SETUP の設定内容がずベて出荷時の設定に戻りま 
す。 

パスワード / CMOS メモリのクリアはマザーボード上のコンフイグレーシヨンジヤンパス 
イッチを操作して巧います。ジャンパスイッチは下図の位置にあります。 

I M-0 その他のジャンバの設定は変更しないでください。本装置の巧障や誤動作の原因となりま 
ず。 
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それぞれの内容をクリアずる方法を次に示しまず。 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りくだをい。人が死 
こずる、または重傷を負うおそれがありまず。詳しくは、り i ページ W 降の説明を 
ご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 
• リチウムバッテリを取り巧さない 
• プラグを差し込んだまま取り扱わない 




A を意 



A\ 

A A 


装置をを全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りくだをい。火傷や 
けがなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 m ページ 
1 U 降の説明をご覧ください。 

• 1人で持ち上ばない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 局温注意 

• ラックが不を定な状態でデバイスをラックか5引を出さない 
• 複数台のデパイスをラックか5引き出した状態にしない 


1 . 16目ページを参照して準備をずる。 

2. 本体をラックか6引き化ず （178 ページ参照)。 

3. □ジ 、ソクカバーを 取り外ず （180 ページ参照)。 

4. クリアしたい機能のジャンパスイッチの設定を蛮更ずる。 


ド 

I タリッ 


プをなくさないようミ主意してくださし、。 


已.本装置を元どおりに組み立てる。 

6 . DianaScope を使って管理 PC と接続できる状態二して、 P 0 机 ER スイッチを押す。 

下のメッセージが表示されまず。 

ERROR : 

0120: NVRAM Cleard by Jumper 

Press <F1> to Resumu, Press <F2> to run SETUP 

7. く F 2> キーを押して、 SETUP ユーティリティを起動する。 

8. 「 Exit 」 メニューから 「Exit Saving Changes 」 を選択し、 「 Yes 」 を選択ずる。 


爪^}^^ 
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9.「Turn off power and reinstall the jumper in Normal mode position '」 とし'!うメッセージが表示 
されるまで待つ。 

10. システムの電源を OFR こずる。 

11. DianaScope を使って管 SPC とあ続を切断ずる。 

12. ジャンパスイッチの設定を元に戻した後，もう一を電源を ON にして日の S セットアップユーティ 
リティを使って設をし直す。 
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割り込みライン 

割り込みラインは、化荷時に次のように割り当て6れています。オプションを増設するときなどに参考に 
してください。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□—ラ） 

0 

システムクイマ 

12 

マウス 

1 

キーボード 

13 

数値演算プ□セ、ソサ 

2 

— 

14 

プライマリ IDE 

3 

COM 2シリアルポート 

15 

セカンダリ IDE 

4 

COM 1シリアルポート 

16 

USB 

5 

PCI 

17 

VGA 

6 

フ□ッピーディスク 

18 

- 

7 

PCI 1 

19 

USB 

8 

リアルタイムク□ック 

30 

LAN 1 

9 

ACPI Compliant System 

31 

LAN 2 

10 

PCI 

49 

Adaptec SCSI 

11 

PCI 

51 

Adaptec SCSI 
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〜 Memo . 
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